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1 ．は じめ に

通 常、色 嗜好 の 心 理 学的調査 に お い て は 、彩

色 され た具 体 的な事物 を提 示 、 も し くは想 起 さ

せ る こ となく、色そ の もの に 対 す る嗜好 ・嫌悪

の 度合 い （抽 象 的色嗜好）を尋 ね る こ とが多 い
。

しか し なが ら、実際 に われ われ が 目に す るの は

何 らか の 事 物 に 彩色 され た色 で あ り 、 抽象的 な

色情報 の み が 存在す るわけで は ない 。抽象的 な

色 そ の もの へ の 嗜好判 断 は 何 を意味 して い る

の で あ ろ うか ？ 具体 的事物 を指 定 し て 、それ に

対 す る 色 の 好 み を尋 ね た 調 査 も存 在 す る が

（e ．g．， 近江 ，
1972 ； Saito

，
1983 ）、抽象的 ・全

般 的 な色嗜好 との 関連 は 明 らか で は ない 。 具 体

的 事物 を想 定 した 際の 色嗜好判断 （具体的色嗜

好 ） と、色そ の もの へ の 嗜好 判 断 との 関係 を調
べ る こ とを 目的 とし調査 を行 っ た 。

2 ．方法

　 日本福祉大学学生 、 も し くは 同大 学で 開講 さ

れ た生 涯学習講座 参加 者を対 象に 、色嗜好 に関

す る質 問紙 調査 を行 っ た 。 講義 ・講座 の 開始時

に質 問紙 を配布 し、事 後 に回答

の 後 、提 出 を求 め た結果 、388

名 （男性 101 名、女性 287 名 、

18 歳 〜 74歳 、平均年 齢 29．5 才）

か ら回 答 を得た （回 収 率 は 約

60 ％で あ っ た ）。

　 回答者 は 、 色名で 提 示 され た

12 色 （白、黒 、灰 、赤、 ピ ン

ク 、オ レ ン ジ、茶 、紫、青、緑 、

黄緑、黄）に 対 し、色そ の もの

と し て 考 えた 場合 に そ の 好 き

な度合 い の 順 に 1 か ら 12 ま で

の 順位 を記 入 した。次 に、身の

回 り に あ り普段 よ く 目 に す る

事物 20 種 （傘、財 布 、携帯電
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、ネ ク タイ）の 名称を提示 し
、 自分で

それ を購入 す る とした ら 、 ど の 色 が も っ とも好

ま し く　（嗜 好 色）、 どの 色 が も っ とも好 ま し く

ない か （嫌忌色 ）を、前 述 の 12 種の 色名か ら

選 択 させ 、さらに、そ の 商品 の 購 買選 択 に色 が

どの 程度重要 な役割 を果 た す の か に つ い て 、 5

段 階 尺度 で 評 定 を行 わせ た 。

3 ．結 果

3− 1．抽象的色嗜好

　色その もの に対す る嗜好 評価 の 結果 か ら、最 も

好ま し い 色 で あ る と され た もの （嗜好 順位 1位 ）

を最好色 、最も好ま しくない 色 で あ る と された も

の （嗜好順位 12 位） を最嫌色 と して 、 全 回答者

にお けるその 分布 を算 出 した （図 1）。最好 色 と

して は青 が最 も頻繁 に 回答 され、次い で 黒、 ピ

ン ク な どが 最好色 とな る頻度が 高 くな っ た 。 最

嫌色 に 関 して は 、 灰色 の 比 率が 高 く、茶 、紫が

それ に続 い て い る 。 性 別 ・年代 に よる 差異 も認

め られ 、女性 にお い て は、男性に 比 して 、ピ ン
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ク ・オ レ ン ジ な どの 暖 色系 の 中問色に対す る嗜

好 が 顕 著 で あ っ た 。また 、20 歳代 以下 の 若年 者

に お い て は 、 黒 を最好色 と して い る 回答者 が 2

割 程度 存 在す る の に対 し、中高齢 者で はそ の よ

うな回答者の 比 率が 極端 に 少 な くな っ て い た
。

3− 2．具 体的色嗜好

　 20種の 具体的事物に対 し 、嗜好色 と嫌忌色 と

をそれ ぞ れ尋ね た結果、事 物 ご とに選 択 され る

色は さま ざま に分布 した 。嗜好色、嫌忌色の 選

択 の され 方の 散布度 （ど の 程度 の ば らっ きを も

っ て分 布 す るの か）を得 るた めに 、 平 均情報 量

（エ ン トロ ピ
ー

） を算出 した （嗜 好 色散布度、

嫌忌色散布度）。 嗜好色、嫌忌色 と も 、 事物 に

よ っ て 散布 の 度合 い が変化 し て い た 。 嗜好色 で

は 1．06〜3．02 （平均 2．38）、嫌忌 色で 2．74〜3．36

（平均 3．13）と嫌忌色 の 散 布度 の 方が若 干 高 く

な っ て お り 、 具体 的 な事物 に 対 す る好 み

の 表出 におい て は、嫌い な色、避けた い

色 の 方 が 、好 ま し い 色 の 選 択 よ りも 、 選

択 に 際 し ば ら つ きが 大 き くな る こ とが

示 され た 。 図 2 に 、 嗜好色判 断で 散布 度

が 最大 とな っ た 「ネ クタイ」 と最小 と な

っ た f洗濯機 」、 嫌 忌 色判 断で 散布 度 最

大 の 「携帯 電話 」 と散 布度最 小 の 「壁紙 」

に対す る、嗜好 色／嫌忌色回答の 比 率を

示 す。

3− 3．抽 象 的 色嗜 好 と具 体 的色 嗜好 との

関連

　 20 種 の事物毎に 、 選 択 され た嗜好色 が 、

抽 象 的 色 嗜好 に お け る最好色 と
一

致 し

て い る比 率 （最好 色選 択比 率） を算出 し

た 。 ヒ述の 嗜好 色散布 度 と最好 色選択比

率 との 関係 を図 3 に 散布 図 と して 示す 。

両指標 の 間 に 比 較 的強 い 正 の 相 関 が 認

め られ て お り （r ＝ ．68）、最好 色 がそ の 事

物 に 対 す る嗜好 色 と し て 選 択 され る 比

率が 高い 場 合に は 、嗜好色の ばらっ き が

大 き くな る こ とが 示唆 され た 。
こ れ は 、

嗜 好 色の 散 布 度 が 少 ない 事物 に お い て

は、色そ の もの に対す る好 み に従 っ た判

断が なされて い る の で は な く、 実際に 存

在 す る 商品 の 色 バ リエ ー
シ ョ ン に よ り

判 断 が 制 約 され る こ とに よ る もの で は

ない か と考 え られ る （例 ：洗 濯機 → 白）。

　20 種 の 事 物 に 対 し、上記 の 両指標 を用

い て ク ラス タ 分析 を適用 した 結果 、最好

色 選 択比 率 が 高 く散布 度 も高 い 事 物群

（例 ： か さ 、 カ ー
テ ン ）、 最好色 選 択比

率が 高 く散布 度 が 中程 度 の 群 （例 ： 財布 、かば

ん ）、最好 色選 択 比 率 が 低 く散 布 度 も低 い 群

（例 ： 洗濯機 、 壁 紙）、
の 3 群を得た 。 商 品購

買 の 際 の 色 の 重 要度 を、 3 ク ラ ス タ 問で 比 較 し

た が
、 有意な差は 得 られ な か っ た （双2，17）＜ 1．0）．

4 ．ま とめ

　今回 の 調査 の 結 果、評価 の 対象 とな る事物 に

よ り、色嗜好の 表 出 の 様 態、特に抽象的色嗜好

との 関連が さま ざま に 変化す る こ と が 示 され

た。今 回 の 調 査 の 範囲 で は、具体的 色嗜好 の 多

様性 を説 明す る 要 因 を 特定す る こ とが で き な

い が （商品購買 の 際 の 色 の 重要性 は群 問で 同等

で あ っ た 〉、嫌 忌 色 の 分析 を含 め 、 具 体的 事物

に 対 す る色嗜好表 出 の 多様性 の 発 生原 因 に対

し、今 後更 な る検討 を重 ね て い く。
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図 2 　 嗜好色 ／嫌 忌色 の 分

（凡 例は 図 1 に 同 じ）
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